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バス運転者の意識消失による事故の発生を踏まえた健康管理の再徹底について 

 
 
１０月２８日、神奈川県横浜市の国道を走行中のバスの運転者が意識を失ったこと 

により高架橋の立柱及び乗用車に衝突し、乗客が死傷する事故が発生しました。また、 

１１月１日にも、千葉県成田市の県道を走行中のバスの運転者が心筋梗塞のため意識 

を失ったことにより信号機などに衝突する事故が発生し、運転者が死亡しました。 

これらの事故の原因については調査中ですが、事業用自動車の運転者の意識消失に 

よる事故については、本年６月にも同種の事故が発生したことを踏まえ、「健康起因 

事故の防止に向けた健康管理の実施について」（平成３０年６月８日付、国自安第３ 

５号）により、健康起因事故防止のための取組を徹底するようお願いしたところです。 

今般、このような事故により乗客及び運転者が死傷するという事態が生じたことを 

踏まえ、事業者におかれましては、「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」 

（平成２２年策定、平成２６年改訂）等による運転者に対する健康管理を、運転者毎の 

状況に応じて適切に行っていただけるようお願いします。 

 
 
 
 


